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漢
藺
折
衷
派
の
医
家
と
し
て
知
ら
れ
る
三
谷
公
器
（
一
七
七
四

’
一
八
二
三
。
近
江
の
人
．
名
は
僕
、
号
は
筌
洲
、
通
称
は
祐
吉
、

公
器
は
そ
の
字
）
は
、
そ
の
著
『
解
体
発
蒙
」
（
全
四
巻
・
付
録
一

巻
、
一
八
一
三
序
刊
）
に
お
い
て
、
西
洋
解
剖
学
と
東
洋
医
学
理

論
の
統
合
を
図
っ
た
。
そ
の
評
価
は
、
森
立
之
の
『
素
問
孜
注
』

に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
よ
う
・
本
書
全
四
巻
に
は
、

「
蔵
府
前
面
総
図
」
を
は
じ
め
、
各
臓
朏
や
器
官
の
図
が
計
二
九

種
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
東
洋
医
学
理
論
の
説
明
に
は
、
『
内
経
』
を
主
に
、
数
種

の
中
国
医
書
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
引

用
状
況
を
調
査
検
討
し
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

各
項
目
別
の
中
国
医
書
引
用
回
数
を
以
下
に
記
す
（
書
名
に
つ

い
て
は
『
素
問
」
は
素
、
『
霊
枢
」
は
霊
、
「
難
経
」
は
難
、
『
甲
乙

60

『
解
体
発
蒙
」
に
引
用
さ
れ
る
中
国
医
学
古

曲
〈

友
部
和
弘
・
石
野
尚
吾
。
花
輪
壽
彦

経
」
は
甲
と
略
記
す
る
。
『
素
問
』
の
引
用
が
二
回
あ
れ
ば
「
素
二
」

と
記
す
）
。

【
巻
こ
〔
肺
〕
素
六
・
霊
一
・
難
一
・
〔
喉
朧
〕
霊
一
・
〔
心
〕

素
二
。
霊
五
・
〔
心
包
〕
素
二
。
霊
一
・
難
一
・
〔
隔
膜
〕
素
一
・

霊
一
・
【
二
巻
】
〔
脾
〕
素
四
。
〔
胃
〕
素
一
・
霊
五
。
〔
肝
〕
素
六
。

霊
二
。
〔
胆
〕
素
三
。
霊
一
○
．
難
二
。
甲
二
。
〔
腎
〕
素
七
。
霊

二
。
難
四
・
甲
三
・
〔
睾
〕
霊
五
。
甲
一
・
〔
精
室
〕
霊
三
。
〔
子
蔵
〕

霊
一
・
甲
一
・
「
千
金
方
」
一
・
『
外
台
秘
要
方
』
一
・
〔
胞
〕
素
七
。

霊
一
・
【
巻
三
】
〔
膀
胱
〕
素
一
・
霊
一
・
難
一
・
〔
小
腸
〕
霊
三
・

難
一
・
〔
大
腸
〕
霊
四
。
難
三
。
甲
一
・
『
史
記
正
義
』
一
・
〔
下
隔

膜
〕
素
一
・
〔
三
焦
総
説
〕
素
一
・
霊
一
・
〔
中
焦
〕
『
経
』
三
。
難

一
・
〔
下
焦
〕
『
経
』
三
。
霊
一
・
甲
一
・
〔
上
焦
〕
『
経
」
一
・
霊

一
・
甲
一
・
〔
三
焦
孜
証
〕
霊
一
二
。
難
一
・
甲
一
・
〔
営
衛
〕
素

二
。
霊
一
○
。
難
一
・
甲
二
。
〔
水
道
〕
「
経
』
二
。
素
二
。
霊
四
。

【
巻
四
〕
〔
経
絡
〕
霊
一
・
〔
経
脈
〕
素
一
・
霊
三
・
難
二
。
『
史
記

扁
鵲
伝
三
・
〔
絡
脈
〕
霊
四
。
『
史
記
扁
鵲
伝
』
一
・
〔
経
絡
孜
証
〕

霊
五
。
「
史
記
扁
鵲
伝
」
一
・
〔
刺
絡
孜
証
〕
素
四
。
霊
七
。
『
周
礼
」

一
・
〔
門
脈
〕
素
二
・
〔
液
道
孜
証
〕
素
一
・
霊
四
・
〔
脳
髄
〕
素
六
。

霊
一
・
『
春
秋
元
命
包
」
一
・
〔
精
神
解
〕
素
二
・
霊
六
。
「
准
南
子
」



日本医史学雑誌第50巻第1号(2004)
T冗万

lj／

二
。
『
白
虎
通
情
性
篇
』
一
・
「
史
記
五
帝
紀
正
義
」
一
・
『
左
氏
昭

公
七
年
伝
』
一
・
【
付
録
】
〔
肺
不
可
以
配
秋
金
孜
証
〕
素
二
二
・

霊
九
・
難
三
・
〔
肝
不
可
以
配
春
木
孜
証
〕
素
一
七
。
霊
一
二
。
『
周

礼
食
医
』
一
・
「
洪
範
』
一
・

以
上
、
引
用
書
に
は
「
素
問
」
・
『
霊
枢
」
・
『
難
経
』
・
『
甲
乙

経
」
・
「
千
金
方
」
・
『
外
台
秘
要
方
」
・
「
史
記
扁
鵲
伝
」
な
ど
、
ま

た
医
書
以
外
に
「
周
礼
」
・
『
准
南
子
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
全
四
巻

に
は
、
お
よ
そ
二
二
三
回
、
付
録
に
は
六
五
回
の
計
、
二
八
八
回

の
引
用
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
付
録
は
弟
子
の
大
寺
昆
清
（
玄
淵
）

が
公
器
の
口
述
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
も
異
質
な
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
研
究
の
対
象
と
は
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

各
害
の
引
用
頻
度
を
み
る
と
、
『
素
問
」
は
約
六
二
回
で
全
体
の

約
二
八
％
、
「
霊
枢
』
は
約
一
○
六
回
で
四
八
％
と
な
り
、
こ
の
両

書
で
約
七
五
％
を
占
め
る
。
特
に
「
霊
枢
』
の
引
用
頻
度
は
極
め

て
高
い
。
そ
の
他
の
書
は
い
ず
れ
も
一
％
に
満
た
な
い
が
、
『
難

経
」
と
『
甲
乙
経
』
は
、
所
々
で
「
素
問
』
と
「
霊
枢
』
の
引
用

条
文
に
お
い
て
、
文
字
の
考
証
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

引
用
害
の
最
も
中
核
を
な
し
て
い
る
「
霊
枢
」
で
は
、
そ
の
全
八

十
一
篇
中
の
四
○
篇
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
特
に
営
衛
生
会
十

八
・
本
輸
二
・
経
脈
十
・
本
蔵
四
十
七
・
決
気
三
十
・
平
人
絶
穀

三
十
二
な
ど
を
多
く
引
く
。
一
方
、
『
素
問
』
で
は
全
八
十
一
篇
中

の
三
○
篇
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
五
蔵
別
論
十
一
・

経
脈
別
論
二
十
一
・
瘻
論
四
十
四
な
ど
か
ら
の
引
用
が
比
較
的
多

い
。

こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、
公
器
は
本
書
を
著
す
に
あ
た
り
、
「
霊
枢
』

を
最
も
多
く
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

解
剖
学
に
お
い
て
『
霊
枢
」
の
古
典
的
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）


